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 （開会宣言  午前  ９：５７）  

委 員 長  定刻より少し早いんですけど、皆さんおそろいになりましたので 、

ただいまから総務文教常任委員会を始めさせていただきたいと思い

ます。  

（挨拶）  

次、議長の挨拶をお願いします。  

議   長  （挨拶）  

委 員 長  町長、挨拶をお願いします。  

町   長  （挨拶）  

委 員 長  本 日 は 、 藤 本 委 員 か ら 欠 席 の 届 出 が あ り 、 現 在 ６ 名 が 出 席 さ れ

ております。また、議長にも御同席いただいておりますし、説明の

ため、町長、副町長、教育長及び両統括幹、各課長、生涯学習推進

課課長補佐の出席を求めました。  

なお、職務執行のため、議会事務局長を出席させております。  

それでは、去る６月６日、本委員会に付託されました議案につい

ての審議に入ります。  

付託議案は、会議次第に記載されているとおり、議案第３８号、

議 案 第 ３ ９ 号 及 び 議 案 第 ４ ７ 号 か ら 議 案 第 ４ ９ 号 ま で の ５ 議 案 で 、

議 案 の 説 明 に つ い て は 、 ６ 月 ６ 日 の 全 員 協 議 会 に お い て 理 事 者 か

ら 説 明 を 受 け て お り ま す の で 、 本 委 員 会 に お け る 議 案 の 説 明 は 省

略し、質疑から入りたいと思います。  

これに御異議ございませんか。  

（異議なしの声あり）  

委 員 長  異 議 が な い よ う な の で 、 本 委 員 会 に お け る 審 査 は 議 案 の 説 明 を

省略し、質疑から入ることといたします。  

なお、質疑においては一問一答式で行いますので、御協力をお願

いします。  

それでは、議案第３８号  専決処分の承認を求めることについて

（ 美 浜 町 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て ） を 議 題 と

します。  

本議案について、質疑はございませんか。  

河本委員。  

河 本 委 員  条 例 要 綱 の ほ う な ん で す け ど も 、 個 人 の 町 民 税 関 係 も 軽 自 動 車
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 税関係も適用期限の延長なんですが、これ、町税の減免について、

減免した分は国から何か財政補填されるような制度ってあるんです

かね。  

委 員 長  会計管理者兼税務課長。  

税 務 課 長  これらの特例に関しての国からの補填というのはございません。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  や っ ぱ り 減 免 し た 分 は そ の ま ま 町 の 徴 税 収 入 に 響 く っ て こ と で

すよね。  

その辺は、何か厳しさを感じたりとかはしているんですかね。  

委 員 長  会計管理者兼税務課長。  

税 務 課 長  こ れ ら の 特 例 に 関 し て は 、 そ れ ぞ れ 農 業 者 で あ っ た り 、 あ と グ

リーン化特例であれば環境保全といった、そういったことで、国だ

けではなく、地方自治体が国と一緒になって協力して、しっかり施

策を進めていくというものでございますので、そこは協力していく

という形で、国の補填はこの制度ではございません。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  減 免 分 は 、 町 民 負 担 と 考 え た ら 町 民 の 利 益 に な る も の な ん で 、

いいのかなと思いますけども、財源という部分で、町税収入の部分

を考えたらやはり少なくなるので、その部分はやはり国に財源補填

を求めるなり、そういったところも考えていってほしいと思います。  

これは意見です。  

委 員 長  ほかにございませんか。  

梅津委員。  

梅 津 委 員  主な 改正 内容 のう ちの 個人 の町 民税 の関 係と いう こと で 、（ １）

なんですけども、優良住宅地の造成等と書いています。高いときに

優良な宅地を造成すればちょっと減免するというふうなことなんで

すけども、この優良というのはどういうことを指すんでしょうか。

具体的に、優良住宅、宅地とはどういうことか説明願えませんでし

ょうか。  

委 員 長  税務課長。  

税 務 課 長  優良宅地認定・優良住宅認定という制度が国にございます。  

こちらにつきましては、優良な宅地とか、あと住宅の供給に資す

る 土 地 の 譲 渡 に つ い て 、 税 制 上 の 優 遇 措 置 を 講 じ る こ と に よ っ て 、
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 非 常 に 優 良 な 住 宅 を 供 給 す る と い う 制 度 な ん で す け れ ど も 、 何 を

も っ て 優 良 か と い う こ と の 認 定 に つ き ま し て は 、 優 良 宅 地 基 準 と

いうのがまずございます。  

そちらについては、１区画当たり宅地面積が１００平米以上で、

区 画 数 の 割 合 が 全 区 画 数 の ８ ０ ％ 以 上 で あ る よ う な こ と で あ る と

か 、 公 共 施 設 、 公 益 的 施 設 の 整 備 の よ う に 供 さ れ る も の で あ る で

す と か 、 あ と 、 都 市 計 画 法 の 開 発 許 可 の 適 合 と い う よ う な 基 準 が

ご ざ い ま し て 、 そ れ に 基 づ い て 県 の ほ う で 審 査 を 受 け 、 認 定 を さ

れるというものでございます。  

また、宅地の基準につきましては、優良住宅の認定基準におきま

し て は 、 住 宅 の 用 に 供 す る 部 分 の 床 面 積 が ４ ０ 平 米 以 上 ２ ０ ０ 平

米 以 下 、 ま た 、 台 所 、 水 洗 ト イ レ 、 洗 面 設 備 等 、 そ う い っ た も の

の 一 定 の 設 備 を 整 え た 住 宅 で あ る と い う こ と 、 住 宅 の 建 設 費 が ３ ．

３ 平 米 当 た り ９ ５ 万 円 以 下 で あ る 等 々 、 そ う い っ た 関 係 法 令 に 適

切 に 、 適 法 で あ る と い う よ う な 諸 基 準 を 満 た し た も の に つ い て が

優良住宅であり、優良宅地ということになります。  

委 員 長  梅津委員。  

梅 津 委 員  今 の 説 明 な ん で す が 、 こ れ は 美 浜 町 で は 何 か 該 当 す る よ う な 地

域というんですか、地籍はあるんでしょうか。  

委 員 長  税務課長。  

税 務 課 長  美浜町にはございません。  

委 員 長  梅津委員。  

梅 津 委 員  美 浜 町 に は 、 該 当 す る と こ ろ が １ 区 画 も な い と い う 話 な ん で し

ょうか。  

委 員 長  税務課長。  

税 務 課 長  そのとおりでございます。  

委 員 長  副委員長。  

副 委 員 長  先ほどの河本委員からの関連なんですけども、自動車税、町税の

直接税になるんですけども、減免の対象になる軽自動車も台数によ

って変わってくると思うんですけども、美浜町の場合、この減免の

金額というのを総額で、分かれば教えてください。  

委 員 長  税務課長。  

税 務 課 長  こ ち ら の グ リ ー ン 化 特 例 に 関 し ま し て は 、 令 和 ４ 年 は ０ 台 で ご
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 ざいました。  

この条例には出ておりませんけれども 、軽減として、環境割のほ

う の 軽 減 が ご ざ い ま す が 、 こ ち ら の ほ う に つ き ま し て は 、 先 ほ ど

の 河 本 委 員 の 御 質 問 に あ り ま し た 軽 減 の 補 填 は 国 の ほ う か ら 、 環

境割についてはございます。  

委 員 長  副委員長。  

副 委 員 長  分かりました。  

ほんなら、美浜町にはこの対象になる軽自動車というのはないと

いうことでいいんですね。  

委 員 長  税務課長。  

税 務 課 長  このグリーン化特例に関しましては、対象はございません。  

副 委 員 長  分かりました。  

ほんなら、私は何台かあるんかなと思ったんですけども、全くな

い と い う こ と な の で 、 条 例 に 書 い た と し て も あ ま り 。 書 い と く べ

き だ と 思 い ま す け ど も 、 延 長 も あ り ま す か ら 。 こ れ か ら 軽 自 動 車

も グ リ ー ン 対 象 車 が 増 え て く る と 思 い ま す の で 、 こ れ を 周 知 す れ

ば 、 軽 の 環 境 車 も 増 え て く る の で は な い か と 思 い ま す の で 、 ま た

安 く な る よ と い う よ う な 周 知 も さ れ る と い い ん じ ゃ な い か と 思 い

ます。  

以上です。  

委 員 長  ほかに質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

委 員 長  な い よ う で す の で 、 こ れ で 議 案 第 ３ ８ 号 に つ い て の 質 疑 を 終 わ

ります。  

次に、議案第３９号  専決処分の承認を求めることについて （美

浜 町 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て ）

を議題とします。  

本議案について、質疑はございませんか。  

河本委員。  

河 本 委 員  これ も条 例要 綱の ほう なん です けど も 、（ ２） の国 民健 康保 険税

の減額の対象となる所得基準の見直しで、５割軽減と２割軽減の対

象者というのは、これによって増えるんでしょうか。  

委 員 長  税務課長。  
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 税 務 課 長  こ ち ら の ５ 割 軽 減 の 世 帯 は 、 １ ７ ２ 世 帯 か ら 、 こ の 改 正 に よ り

まして４世帯増えまして、１７６世帯となります。  

２割軽減の対象となる世帯につきましては、１７４世帯から５世

帯増えまして、１７９世帯となります。  

委 員 長  ほかに質疑は。  

梅津委員。  

梅 津 委 員  改 正 内 容 の 中 の （ １ ） で す 。 課 税 限 度 額 の 引 上 げ と い う 項 目 で

ございますけども、ここで②の後期高齢者支援金等課税額、これを

２万円上げるということになっているんですけども、なぜ２万円上

げるかという理由は当然、ちょうど後期高齢者が非常にたくさんお

って、もう医療費がアップアップしてきたということの目的で上げ

るんじゃないかと思うんですけども、これを何で基礎課税額の分と

後期高齢者支援金等課税を分割したというんですか、何か分離した

形になるんですけども、これは何か理由があるんでしょうか。  

委 員 長  税務課長。  

税 務 課 長  こ ち ら の 区 分 に つ き ま し て は 、 ① の 基 礎 課 税 額 の ほ う は 医 療 給

付分ということで、使われた医療費に当たるような部分になります。  

後期高齢者支援金については、７５歳以上の後期高齢者医療保険

制度への支援金という形になります。  

介護給付費につきましては、介護保険料という形となっておりま

す。  

委 員 長  梅津委員。  

梅 津 委 員  こ れ は 、 こ う い う 制 度 に し な け れ ば い け な い と い う の は 、 今 言

わせてもらったんですけども、やっぱり７５歳以上の団塊の世代が

増えてきて、多分医療費がどんどんかさんでいくから値段も上げた

ということと、分割したということで考えればいいんでしょうか。  

委 員 長  税務課長。  

税 務 課 長  平 成 １ ２ 年 だ と 思 い ま す が 、 介 護 保 険 制 度 が 始 ま り ま し た の と 、

それからしばらくして後期高齢者医療の保険制度が始まったという

時点で、そちらの医療保険への支援という形を、国保だけではなく、

健保組合ですとかそういった被用者の保険についてもそれぞれ支援

をしていくというような形で、国のほうが制度設計をしたというも

のでございます。  
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 今回、こちらの２万円を上げていくということは、国のほうの医

療 制 度 改 革 と い う 、 そ う い っ た も の が 数 年 前 に 制 定 さ れ ま し て 、

その方針に基づいて順次上げられていくと。  

それについては基準等ございまして、この限度額の超過世帯割合

を ０ ． ５ ％ か ら １ ． ５ ％ 台 と な る よ う に 国 の ほ う で 定 め ら れ て お

り ま し て 、 こ の 上 限 の １ ． ５ パ ー セ ン ト に 近 づ く よ う に 、 令 和 ４

年 度 の 超 過 世 帯 の 推 計 割 合 が １ ． ５ ２ ％ と い う こ と で 、 そ の 限 度

額 を 引 き 上 げ な い 場 合 に は 、 ５ 年 度 に は そ れ が １ ． ５ ６ ％ に 増 加

す る と い う 見 込 み に な っ た た め に 、 こ の １ ． ５ ％ 台 の 現 状 を 維 持

す る た め に 、 ２ ％ と い う 試 算 を も っ て 引 き 上 げ て い る と い う よ う

な形でございます。  

委 員 長  梅津委員。  

梅 津 委 員  と い う こ と は 、 今 の ２ ２ 万 円 と い う 表 現 は 、 あ く ま で も 標 準 額

という形で理解すればいいんでしょうか。ということは、今のパー

センテージで、ここがころころ変わるような形になるんでしょうか。  

委 員 長  税務課長。  

税 務 課 長  こ の 課 税 限 度 額 の 設 定 そ の も の が 、 負 担 能 力 の あ る 世 帯 の 方 に

相応の受益をしていただいて、制度の持続的な、また円滑な運営を

するための限度額の設定でございまして、その割合については、先

ほど申し上げました国が定めました割合の間に入るように設定して

いるもので、額的なものは今後、高齢者がどんどん増えていく中で、

支援額というのも上がっていくということも考えられるかと思われ

ます。  

委 員 長  梅津委員。  

梅 津 委 員  い う こ と は 、 今 課 長 が お っ し ゃ っ た よ う に 、 こ れ は 各 自 治 体 で

税率が異なるということで解釈すればいいんでしょうか。  

例えば、県からこれだけにしなさいと 言ったら、その県の指示に

基 づ い て 、 各 市 町 が こ れ だ け の 利 率 に し ま す と か い う ふ う な 決 定

の方法になっていくんでしょうか。  

委 員 長  税務課長。  

税 務 課 長  も と も と の 国 民 健 康 保 険 の 税 率 、 本 則 に か か っ て い る 税 率 に つ

いては、今委員のおっしゃったように、県の出している標準の保険

料の割合を参酌といいますか、いたしまして、町の実情に沿った形
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 で町が税率を決めていくという形になりますが、今回のこの課税限

度額、こういった２０万円を２２万円にして、合計１０４万円にす

るというような規定につきましては、国のほうで定めるものでござ

います。  

委 員 長  梅津委員。  

梅 津 委 員  よく分かりました。勉強不足でごめんなさい。  

私も７５歳で、そろそろ後期高齢者で、ようけ払わなならんのや

って。すみません。  

委 員 長  ほかに質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

委 員 長  な い よ う で す の で 、 こ れ で 議 案 第 ３ ９ 号 に つ い て の 質 疑 を 終 わ

ります。  

続きまして、議案第４７号  美浜町印鑑条例及び美浜町手数料条

例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。  

本議案について、質疑はございませんか。  

河本委員。  

河 本 委 員  こ れ も 条 例 要 綱 の 部 分 で 、 こ れ は 国 の 課 題 な ん で す け ど も 、 マ

イナンバーカードの普及を急ぐあまりに、今トラブルが発生してお

りまして、本当にそのセキュリティというものが心配です。  

このコンビニ交付の交付申請というのは、条例改正ではスマート

フ ォ ン が で き る よ う に 、 ス マ ー ト フ ォ ン を 持 参 し て で き る よ う に

な る ん で す け ど も 、 現 状 と い う の は 、 も う 制 度 が 始 ま っ て い て 、

美浜町はどの程度の利用があるんでしょうかね。  

委 員 長  住民環境課長。  

住民環境課長  コンビニ交付の利用状況でございますけれども 、令和５年２月１

日からこの制度が始まりまして、２月につきましては８９件、３月

につきましては１４７件、それから、５年度４月につきましては１

２３件、５月につきましては、速報値でまだ定かではないんですけ

れども、６９件ほどということとなっております。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  利 用 状 況 は 思 っ て い た よ り も た く さ ん あ る な と い う ふ う な こ と

を思っているわけですけども、本当にこれがスマートフォンを利用

することで、何か、本当にセキュリティ上の問題が発生するんじゃ
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 ないかと心配しているんですけども、その辺は町行政としてはどの

ような考えを持っているんでしょうか。  

委 員 長  住民環境課長。  

住民環境課長  セキュリティに関しましては、国のほうがしっかりとしていると

いうことで、最近トラブルがありますけれども、そこらは徹底をし

ていくという方針を出しております。  

特にＩＣチップのほうには、そもそも税であるとか年金医療など

に 関 す る 情 報 は 記 載 を さ れ て お り ま せ ん し 、 必 ず 暗 証 番 号 等 で 管

理 を さ れ て い る 、 そ れ か ら 顔 写 真 等 で も 管 理 さ れ て い る と い う と

こ ろ で 、 引 き 続 き 、 不 正 情 報 を 読 み 出 そ う と す る と Ｉ Ｃ チ ッ プ が

壊 れ て し ま っ て 読 み 出 せ な く な る よ う な 仕 組 み と な っ て い る の で 、

国 と し て は 安 心 し て お 使 い を い た だ く よ う に 徹 底 を し て い る と こ

ろでございます。  

委 員 長  ほかに質疑はありませんか。  

梅津委員。  

梅 津 委 員  一つ教えてください。  

現状、我々は今、印鑑証明の個人カード、このブルーのカードを

持 っ て い ま す よ ね 。 あ の カ ー ド は 結 局 、 も う 自 分 で 処 分 す れ ば い

い ん で し ょ う か 。 あ る い は 、 な か っ た ら 駄 目 な ん で し ょ う か 。 そ

の辺をちょっと教えてください。  

委 員 長  住民環境課長。  

住民環境課長  印鑑登録していただいている方には青色のカードを お渡ししてい

ると思いますが、役場、それから出張所等で使う場合にはあれがな

いと証明書を出せなくなりますので、引き続き青いカードについて

は持っておいていただきたいなと思います。  

梅 津 委 員  分 か り ま し た 。 あ れ は 、 ほ ん な ら 保 管 し と け と い う こ と で 、 了

解しました。  

委 員 長  ほかに質疑はありませんか。  

松下委員。  

松 下 委 員  今 、 答 弁 の 中 で 、 プ ロ グ ラ ム に 関 す る 国 の 信 頼 性 の 話 を さ れ た

んですけどね、それほど信用性があるんだったら、今起きているこ

とは起きないわけで。  

僕もその経験があって、コロナの対策で事業に対する支援がある
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 と い う こ と で 、 県 の 担 当 者 が 説 明 書 を 持 っ て 、 自 分 で や っ て く だ

さ い と い う こ と で 、 ど ん ぐ り へ 来 て も ら っ て い た ん で す け ど ね 。

そ の 資 料 を 見 て 入 力 し て も シ ス テ ム が 全 然 動 か な か っ た の で 、 そ

れ で 、 説 明 書 で は 万 単 位 で 整 理 を し て 入 力 し て く だ さ い と 説 明 が

あ っ た ん で す が 、 実 際 は 動 か な か っ た の で 、 ひ ょ っ と し て 間 違 っ

て い る か な と い う の で ０ を ４ つ 入 れ た ん で す ね 。 そ し た ら シ ス テ

ムがパッと走ったんです。  

これはどういうことかというと、国がこういうことをプログラム

化 し て く れ と 言 っ て お 金 を 払 っ た ん だ け ど 、 ラ ン ニ ン グ テ ス ト を

やっていないということなんですよ。  

だからね、やっぱりそういう意味では、国の言って いることをそ

の ま ま 、 ス パ ッ と 乗 っ て い く と い う の は や っ ぱ り リ ス ク が 、 僕 は

あると思うんですね。  

そこを、もし美浜町も同じようにすっと入り込んでいった ときに、

い ろ ん な 弊 害 が 出 て く る 可 能 性 が あ る の で 、 そ こ は や は り 慎 重 に

し て も ら い た い な と い う 思 い が あ る ん で す が 、 そ の 辺 は ど う お 考

えでしょうか。  

委 員 長  住民環境課長。  

住民環境課長  先ほども申したとおり、国はマイナンバーカードにはＩＣチップ

等の個人情報は入っていないので、セキュリティについては強固と

して強調しておるところでございます。  

ただ、セキュリティは万全であっても、やっぱり人的 ミスという

の が 生 じ る 可 能 性 も あ り ま す の で 、 特 に 窓 口 で マ イ ナ ン バ ー 等 に

関 す る 手 続 を す る 職 員 、 そ れ か ら 、 １ 階 の ほ う で 県 の 委 託 を 受 け

た 支 援 員 等 が １ 名 い る か と 思 い ま す け れ ど も 、 マ イ ナ ン バ ー の 申

請 等 に つ き ま し て は 、 基 本 本 人 さ ん が す る も の と い う こ と に な っ

て お り ま す が 、 ど う し て も で き な い 場 合 に は そ の 支 援 員 が 補 助 を

させていただくという場合もございます。  

そういった場合については、必ず本人さん のもと、本人さんと一

緒 に ロ グ イ ン を し た こ と で あ る と か 、 口 座 情 報 は 間 違 い な い と い

う こ と 、 そ れ か ら 、 登 録 ボ タ ン 押 し ま し た よ 、 ロ グ ア ウ ト し ま し

た よ と い う よ う な こ と を 本 人 さ ん と 確 認 を し な が ら 、 本 人 の 目 の

前 で 指 示 ど お り 操 作 す る と い う こ と を 引 き 続 き 徹 底 を し て ま い り
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 たいというふうに思っております。  

今後、そういう人的ミスがないように注意を払いなが らしていき

た い な と い う ふ う に 、 そ れ も セ キ ュ リ テ ィ の 一 つ か な と い う ふ う

に思っております。  

委 員 長  松下委員。  

松 下 委 員  こ こ で い ろ ん な 細 か い 議 論 を し て も 仕 方 が な い と 思 う ん で す が 、

僕はやっぱりシステムの信頼性という点で、システムを作る段階で

我々がチェックしていかないと、出来上がったものがいい加減にな

ると思うんですね。  

例えばエストニアという、ヨーロッパに小さい国がありまして、

そ こ は デ ジ タ ル 大 国 と 言 わ れ て い る ん で す ね 。 こ れ は も う 結 構 有

名 に な っ て い る ん で す が 、 そ の 国 が い ろ ん な プ ロ グ ラ ム を 組 む と

き に 、 た し か 僕 の 記 憶 で は 、 ５ ０ 歳 以 上 の 女 性 を 必 ず 雇 う 。 そ し

て 、 プ ロ グ ラ ム を 作 っ て い く 段 階 で 、 そ の 女 性 に そ れ を 見 て も ら

っ て 、 こ の 言 葉 の 意 味 が 分 か る か と か 、 い ろ ん な 実 証 に 関 わ っ て

も ら っ て 、 そ れ で そ の 女 性 が 、 こ の 言 葉 の 使 い 方 と か こ の プ ロ グ

ラ ム の 組 み 方 だ っ た ら 使 え ま す と 言 っ た 時 点 で オ ー プ ン に し て 、

制度化しとるんですね。その違いですね 。  

先ほども言ったように、民間のプログラム会社に発注して、 出来

上 が っ た も の に 対 し て 検 証 す る こ と を 全 然 や っ て い な い の は 僕 の

経 験 で あ っ た ん で ね 。 そ う い う 意 味 で は 、 こ れ は 意 見 に な り ま す

が 、 末 端 の 行 政 の ほ う も 、 や っ ぱ り 慎 重 に そ う い う と こ ろ を 判 断

してもらいたいということをお伝えしたいと思います。  

以上です。  

委 員 長  副委員長。  

副 委 員 長  今 の 件 、 あ れ な ん で す け ど も 、 マ イ ナ カ ー ド の 普 及 率 、 今 窓 口

でも毎日特設コーナーを作ってやっておりますけども、一番新しい

データで、マイナカードの普及率というのは何パーセントぐらいか、

分かったら教えてください。  

委 員 長  住民環境課長。  

住民環境課長  マイナンバーカードの申請の状況ですけれども、データ が幾つか

あるんですが、その中で国の総務省の発表しているデータで、令和

５年の４月３０日現在の申請状況ですけれども、８８．６４％、そ
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 れと、交付率が８２．６％ということです。  

申請率に関しましては、全国の自治体 、１，７４１市町があるん

ですけれども、その中で２８番目ということになっております。  

委 員 長  副委員長。  

副 委 員 長  １ ， ７ ４ １ 自 治 体 の 中 で ２ ８ 番 目 と い う こ と で 、 美 浜 町 の 普 及

率というのは今のところ何パーセントですか。町の普及率。  

委 員 長  住民環境課長。  

住民環境課長  申し訳ありません。  

今のが美浜町の申請率でございます。  

副 委 員 長  ８８．６４がですか。  

住民環境課長  ８８．６４が申請率で、交付率が８２．６％。これは総務省の発

表している４月末現在の美浜町の率であります。  

副 委 員 長  分かりました。最初、国かと思いました。  

それで、もう一つ、今の普及率の件で、学生 、生徒はどのような。

親が代わりにやっているのか。  

学生さんはどういう普及率か分かっているのか。分かれば教えて

ください。  

委 員 長  住民環境課長。  

住民環境課長  学生さんは何パーセントかというのはこちらのほうで調査をして

おりませんので、全体の数でしかつかんでいないというところで、

お願いしたいと思います。  

委 員 長  副委員長。  

副 委 員 長  分かりました。  

普通どおりの受付をしていると思うんですけども、先ほどコンビ

ニ の 受 付 枚 数 が １ ０ ０ 件 以 上 超 え と っ た ん で 、 私 も 数 的 に び っ く

り し た ん で す け れ ど も 、 こ の と き に 、 コ ン ビ ニ を 使 う と 窓 口 に 来

る よ り ２ ０ ０ 円 安 く な る と い う こ と も 説 明 が あ る ん で す け ど も 、

コ ン ビ ニ に 対 し て は 、 １ 回 使 う と 手 数 料 と い う の は 支 払 い し て い

るんでしょうか。これをお伺いします。  

委 員 長  住民環境課長。  

住民環境課長  コンビニに関しましては、手数料が１件当たり１１７円かかると。

１件当たり１１７円かかります。  

委 員 長  副委員長。  
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 副 委 員 長  こ の １ １ ７ 円 は 、 町 の ほ う か ら コ ン ビ ニ に 対 し て 、 １ 件 当 た り

出しているということで、精算してお支払いしているということに

なるんですね。どうでしょうか。  

委 員 長  住民環境課長。  

住民環境課長  手数料については１１７円、１件につき払っております。  

委 員 長  副委員長。  

副 委 員 長  よ く 分 か り ま し た 。 細 か い こ と を 聞 い て 申 し 訳 な い で す け ど も 、

よく分かりました。  

以上です。  

委 員 長  ほかに質疑はありませんか。  

（なしの声あり）  

委 員 長  な い よ う で す の で 、 こ れ で 議 案 第 ４ ７ 号 に つ い て の 質 疑 を 終 わ

ります。  

次に、議案第４８号  美浜町税条例の一部を改正する条例の制定

についてを議題とします。  

本議案について、質疑はございませんか。  

河本委員。  

河 本 委 員  条例要綱です。  

森林環境税の導入に伴う改正のところで、１人年額１，０００円

を 町 が 賦 課 徴 収 す る こ と に な る ん で す が 、 そ の 税 収 と い う の は 、

県 と 町 に 何 か 配 分 の 率 で 譲 与 さ れ る こ と に な る ん で し ょ う か 。 ど

うなんでしょうか。  

委 員 長  税務課長。  

税 務 課 長  こ ち ら の ほ う は 、 町 の ほ う は 徴 収 し ま し て 、 一 旦 国 の ほ う に そ

れを全額納めた後、国のほうが県と市町村のほうに配分するという

形でございます。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  国 が 配 分 す る 森 林 環 境 譲 与 税 の 各 自 治 体 へ の 配 分 と い う の が 、

市有林や人工林の面積に応じた配分が５０％になっていて、人口に

応じた配分が３０％、林業従事者数に応じた配分が２０％となって

おりまして、森林がなくても、人口が多い自治体には多額の譲与税

が配分されていたという問題があったんですが、今回そういった問

題というのは解決されているんでしょうか。どうなんでしょうか。  
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 委 員 長  税務課長。  

税 務 課 長  こ の 森 林 譲 与 税 、 森 林 環 境 税 の 法 律 に つ き ま し て は 平 成 ３ １ 年

に制定されておりまして、それ以降、その配分の仕方等について変

更があるということは存じ上げておりません。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  先 行 さ れ て 配 分 さ れ た 部 分 が 基 金 と し て 積 み 上 げ ら れ て い る 自

治体も多くあるという問題があるんですが、美浜町は現状どのよう

な状況ですか。使われているんでしょうか。それとも基金で積み立

てたままなんでしょうか。  

委 員 長  産業政策課長。  

産業政策課長  町のほうも基金として積み立てておりますし、今回予算の中でも 、

基金を取り崩して予算６００万上げた、その部分は使わせていただ

くということで考えております。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  計画的に今後使っていくということでよろしいですか。  

委 員 長  産業政策課長。  

産業政策課長  森づくりプランをつくりましたので、それに従って計画的に使っ

ていくという考えでございます。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  あ と 、 軽 自 動 車 税 関 係 の と こ ろ で 、 電 動 キ ッ ク ボ ー ド な ど を 特

定小型原動機付自転車と区分するということを創設しとあるんです

けど、これまで電動キックボードなんかというのは登録をする必要

がなかったんですかね。どうなんでしょう。  

委 員 長  税務課長。  

税 務 課 長  こ れ は 、 一 般 の ５ ０ ｃ ｃ 以 下 の 原 動 機 付 自 転 車 と い う ふ う に み

なされておりましたので、そのような形で扱っておりました。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  こ れ ま で も 何 か 登 録 す る 必 要 と い う の は あ っ た ん で す か 。 ど う

なんですか。  

委 員 長  税務課長。  

税 務 課 長  一般の原付と同じでございまして、必要ございます。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  税 収 は 原 付 と 同 じ よ う に 取 ら れ て お っ た と い う こ と な ん で す か 。  
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 委 員 長  税務課長。  

税 務 課 長  同じ原付の２，０００円で納入していただいておりました。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  と い う こ と は 、 今 回 税 率 は 変 わ ら な い ん だ け ど も 、 特 定 小 型 原

動機付自転車という区分が新たにできたということだけなんですか

ね。税率的には変わらないんですかね。  

委 員 長  税務課長。  

税 務 課 長  税額は変わりません。  

特定小型原動機付自転車というところで、２，０００円の税額で

課税させていただきます。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  そ れ と 、 軽 自 動 車 税 の 環 境 性 能 割 ・ 種 別 割 の 賦 課 徴 収 の 特 例 の

ところなんですけど、自動車メーカーの不正行為に起因した場合に、

メーカーの負担割合を増額するということでよろしいんでしょうか。  

委 員 長  税務課長。  

税 務 課 長  こ の 不 正 を し て 、 う ち の ほ う に 納 付 が 不 足 し て い る 分 に つ い て

の加算の金額を、現行の１０％から３５％に増額をするというもの

でございます。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  こ れ は 、 町 か ら 自 動 車 メ ー カ ー に 直 接 課 税 し て い く と い う こ と

になるんですかね。  

委 員 長  税務課長。  

税 務 課 長  平 成 ２ ８ 年 の ４ 月 に 三 菱 自 動 車 の ほ う が そ う い っ た 不 正 が ご ざ

いまして、町では９台の車両が対象となっておりまして、三菱自動

車に２万４，３００円不足分を求償しまして、２９年の１月には納

税をいただいております。  

委 員 長  ほかに質疑はありませんか。  

（なしの声あり）  

委 員 長  な い よ う で す の で 、 こ れ で 議 案 第 ４ ８ 号 に つ い て の 質 疑 を 終 わ

ります。  

次に、議案第４９号  美浜町国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例の制定についてを議題とします。  

本議案について、質疑はございませんか。  



 

－15－ 

 河本委員。  

河 本 委 員  こ れ も 条 例 要 綱 の 部 分 で 、 減 免 規 定 の と こ ろ に 、 令 和 ４ 年 度 以

前の年度分の保険税であって、令和５年４月以降に納期限が定めら

れているものを追加するというふうにあるんですけど、これが一体

どんな状況なのかというのが非常に分かりにくいんですけど。  

例えば、諸事情の理由で滞納分を分割などで支払っているとか、

そ ん な 事 例 が 該 当 す る ん で し ょ う か 。 ど ん な 事 例 な ん で し ょ う か 。  

委 員 長  税務課長。  

税 務 課 長  例 え ば 、 令 和 ４ 年 の ３ 月 に 美 浜 町 の ほ う に 転 入 を さ れ た り と か 、

遡って、遡及して賦課をかけたというような場合には、納期限が４

月となります。  

そういったところが、当初の制度設計ではちょっと不備でござい

ま し て 、 そ う い っ た も の が 生 じ る と い う こ と で 、 今 回 追 加 と な っ

たものでございます。  

委 員 長  ほかに質疑はありませんか。  

（なしの声あり）  

委 員 長  な い よ う で す の で 、 こ れ で 議 案 第 ４ ９ 号 に つ い て の 質 疑 を 終 わ

ります。  

以上をもって、付託されました議案の質疑を終了いたします。  

それでは、各委員会等の採決の前に、 議員間討議の場を設けるこ

とができると決定しております。  

本委員会に付託された５件の議案に関し、討論はございませんか。  

（なしの声あり）  

委 員 長  ないようですので、ただいまから採決に入ります。  

議案第３８号  専決処分の承認を求めることについて （美浜町税

条例の一部を改正する条例の制定について ）を議題とします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委 員 長  全員賛成であります。  

よって、議案第３８号は、全員賛成をもって承認することに決し

ました。  

議案第３９号  専決処分の承認を求めることについて （美浜町国
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 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て ） を 議 題

とします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委 員 長  全員賛成であります。  

よって、議案第３９号は、全員賛成をもって承認することに決し

ました。  

議案第４７号  美浜町印鑑条例及び美浜町手数料条例の一部を改

正する条例の制定についてを議題といたします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委 員 長  賛成多数であります。  

よって、議案第４７号は、賛成多数をもって承認することに決し

ました。  

次に、議案第４８号  美浜町税条例の一部を改正する条例の制定

についてを議題とします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委 員 長  全員賛成であります。  

よって、議案第４８号は、全員賛成をもって承認することに決し

ました。  

次に、議案第４９号  美浜町国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例の制定についてを議題といたします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委 員 長  全員賛成であります。  

よって、議案第４９号は、全員賛成をもって承認することに決し

ました。  

以上で、本委員会に付託されました議案５件の審査 は終わりまし
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 た。  

これで、本日の総務文教常任委員会を閉会いたします。  

最後に、副委員長、閉会の挨拶をお願いします。  

この後、所管事務調査を行いますので、調査に関係する理事者以

外 の 方 は 、 こ れ で 退 席 し て い た だ い て 結 構 で す 。 お 忙 し い 中 あ り

がとうございました。  

（理事者退席）  

委 員 長  審議の途中ではございますが、休憩いたします。  

（休憩宣言  午前１０：４９）  

 

（再開宣言  午前１０：５３）  

委 員 長  休憩前に引き続き、委員会を再開いたします。  

今回、総務文教常任委員会のほうで所管事務調査をすることにな

り ま し た 。 何 の 事 業 に つ い て す る か と い い ま す と 、 ま ち づ く り 課

所 管 の 集 落 づ く り サ ポ ー ト 事 業 に つ い て 所 管 事 務 調 査 を 行 う こ と

になりました。  

所管事務調査ということを議会の中で初めてやるということなん

で す け ど 、 基 本 的 に は そ の 事 業 の 現 状 を 説 明 し て い た だ い て 、 そ

れ に つ い て の 問 題 点 を 見 つ け 出 し て 、 そ れ に つ い て の 解 決 策 と か

対 応 策 を 考 え る と い う の が 所 管 事 務 調 査 で や る こ と な ん で す け ど 、

一 応 今 回 初 め て の 事 務 調 査 に な る の で 、 う ち ら 議 会 側 と し て も 、

こ れ か ら い ろ い ろ な 政 策 の 立 案 と か に つ な げ た り 自 分 た ち の 知 識

ア ッ プ 、 そ こ ら 辺 に つ な げ て い き た い と 思 い ま す の で 、 よ ろ し く

お願いします。  

それでは、集落元気プラン推進事業補助金について、所管課であ

るまちづくり推進課から説明を求めます。  

まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  （詳細説明）  

委 員 長  本件について、質疑をお願いします。  

河本委員。  

河 本 委 員  ４ ペ ー ジ の と こ ろ で 、 北 田 の 策 定 支 援 で 、 会 議 用 消 耗 品 っ て な

っとるんですけど、こういうのが集会所の備品の整備だけにとどま

って、活動支援のところに書いていないので、活動支援までつなが
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 っていないということなんですかね。  

委 員 長  まちづくり推進課課長補佐。  

まちづくり推進課課長補佐  この北田さんにつきましては、プランができたのが令和４年の３

月ということで、つい最近なんですけれども、この会議用消耗品と

なっているのは、恐らく皆さんでワークショップするための模造紙

を買っていろんな意見を出し合ったと。その上で、これからどうい

った活動支援を求めるかという、今これからの段階なので、今に、

間もなく出てくるのかなと思います。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  こ れ は 数 え れ ば い い だ け の こ と な ん で す け ど 、 ２ ４ 集 落 が 元 気

宣言を策定して、まだ活動支援につながっていないというところは

あと何集落ありますか。  

委 員 長  まちづくり推進課課長補佐。  

まちづくり推進課課長補佐  ２４集落が策定されておりますけれども、活動支援の補助金をま

だ執行されていない集落が７集落でございます。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  こ れ の 課 題 と い う の は 、 元 気 宣 言 し て か ら 間 も な い と い う こ と

もあるんですけど、それだけですかね、課題というのは。  

委 員 長  まちづくり推進課課長補佐。  

まちづくり推進課課長補佐  その件に関しましては、恐らく各集落の区長さんって毎年代わら

れると。そういった引継ぎの関係がうまくいっていない可能性があ

ります。  

なので、毎年、この事業が開始されてから、４月にある区長会を

通 じ て こ の 制 度 の 説 明 を さ せ て い た だ い て お り ま す 。 集 落 の 温 度

差 も 少 し あ る の か な と 思 い ま す け れ ど も 、 そ う い っ た こ と が 要 因

かなと考えています。  

委 員 長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  今ほど補佐のほうからも話がありましたように、毎年４月に区長

会がございまして、そちらのほうで集落づくりについての、いろい

ろお願いと合わせてプランの策定をお願いしております。  

策定していただいたところについては課題をいろいろ整理されて

お り ま す の で 、 課 題 に 対 し て の 取 組 を す る た め に こ の 補 助 金 を 使

っ て く だ さ い と い う こ と は お 願 い し て お り ま す し 、 ま だ の と こ ろ
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 に つ い て は 、 先 ほ ど 申 し 上 げ ま し た が 、 う ち の 担 当 職 員 と 集 落 の

職 員 、 そ ち ら の ほ う で 区 長 さ ん と 関 わ っ て 策 定 を し て い た だ く よ

うにお願いしたいということは常々申し上げております。  

あと、例年、いつも区要望とかで区長さんとか役員さんが見える

と き に も 、 そ の 都 度 、 集 落 元 気 プ ラ ン の 推 進 で あ っ た り と か い う

の は 言 っ て お り ま す の で 、 今 後 ま た 補 助 金 を 活 用 す る 集 落 の ほ う

も増えてくるものだと、こちらのほうは考えております。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  集 落 か ら 提 案 し た も の が 事 業 に つ な が っ て い く と い う こ と で 、

非常に内容的にはいいものだと思うんですけれども、まだ元気宣言

を策定できていないところがありますよね。  

そういった集落というのは何らかの課題を抱え とるんじゃないか

な と 思 う ん で す け ど 、 そ う い っ た と こ ろ は 把 握 さ れ た り と か し と

るんですかね。  

委 員 長  まちづくり推進課課長補佐。  

まちづくり推進課課長補佐  その件につきましても、未策定集落の区長さん、前の区長さんに

なるかと思いますけども、なぜつくらないんですかと言うと、今特

に支援が必要じゃないんだというようなところとか、今検討中なん

だと、佐田区さんもそうですけど。  

前向きに進んでいるところもありますけれども、特に支援が必要

じ ゃ な い ん だ と い う と こ ろ が や っ ぱ り 数 件 ご ざ い ま し て 、 こ ち ら

か ら つ く れ つ く れ と 言 う と 、 そ う い っ た も の で も あ り ま せ ん し 。

な ん で す が 、 令 和 ６ 年 度 と い う 、 あ る 程 度 補 助 金 の 締 め を 示 さ な

い と 結 構 だ ら だ ら な り ま す の で 、 そ う い っ た と こ ろ で 促 し は し て

いるんですけれども、なかなか至っていないという状況です。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  これは１集落１つですか。  

まちづくり推進課課長補佐  そうでございます。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  こ れ は １ 集 落 １ つ と い う こ と で 、 大 き な 集 落 に な る と 、 区 自 体

が幾つも班に分かれとったりとかあるじゃないですか。それで、区

の中の細かな地域地域で各要望があって、その要望を一つに取りま

とめるのが非常に難しいというのが区長として課題にあって、なか
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 なかそのまとめ切らないという課題もあるんじゃないかなと思うん

ですけど、その辺はつかんでおられますか。  

委 員 長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  このプランを作成するに当たりまして、集落内で区長さんを中心

に、どういう課題があるかというのを話していただくというのが一

番の目的なんです。  

といいますのは、平成の３０年間で美浜町の人口も１万人を切っ

て お り ま す し 、 デ ー タ に よ り ま す と 、 年 少 人 口 と い う の が 、 １ ５

歳 未 満 の 子 供 た ち も ６ ０ ％ ぐ ら い 減 少 し て い る と い う ふ う な 状 況

が あ る と い う こ と で こ の 制 度 が で き た わ け な ん で す が 、 み ん な で

集 ま っ た と き に 、 例 え ば 集 落 活 動 の こ と で あ っ た り と か 、 祭 事 と

か 行 事 、 伝 統 芸 能 で あ っ た り と か 、 あ と 皆 さ ん 防 災 の こ と と か を

や っ ぱ り 心 配 さ れ る と い う こ と も あ る の で 、 い ろ ん な と こ ろ で こ

の プ ラ ン 策 定 に 当 た り ま し て は 、 集 落 活 動 に 関 す る こ と 、 施 設 と

か 資 源 に 関 す る こ と 、 生 活 環 境 に 関 す る こ と 、 防 災 に 関 す る こ と 、

例 え ば 農 林 水 産 業 に 関 す る こ と 、 あ ら ゆ る 分 野 で 課 題 を 挙 げ て い

た だ い て 、 そ れ を 。 例 え ば 日 向 や っ た ら こ う い う 課 題 が あ る ん や

な と 。 で あ っ た ら 、 こ れ を 自 分 た ち で 取 り 組 め る 内 容 、 こ れ は う

ち で は で き な い か ら 行 政 に や っ て い た だ く 内 容 、 こ れ は 町 と 集 落

が 一 緒 に や っ て い く 内 容 と い う 、 そ う い う 形 で 整 備 の ほ う を し て

いるというところでございます。  

それを、今既に策定されているところにつきましても、そこで終

わ っ た と い う わ け で は な く て 、 や っ て い く 中 で 、 ま だ や っ ぱ り 、

当 初 思 っ て い な か っ た け ど こ う い う 課 題 も 出 て き た な と い う も の

が あ れ ば 、 そ う い う と こ ろ に つ い て は プ ラ ン の 見 直 し と い う こ と

も 認 め て お り ま す の で 。 そ の プ ラ ン の 見 直 し に 関 し て は 、 プ ラ ン

策 定 支 援 の 費 用 を 使 っ て い た だ く こ と も で き ま す の で 、 そ う い う

と こ ろ は 随 時 、 町 の ほ う で も 集 落 の 区 長 さ ん の ほ う に は そ う い う

こ と も 呼 び か け て お り ま す し 、 ま だ の と こ ろ に つ い て は 、 そ う い

う と こ ろ で 関 わ っ て い き ま す の で と い う こ と で 、 集 落 の 役 員 会 と

か 、 そ う い う と こ ろ に 押 し か け る よ う な 形 で 、 そ う い う 集 落 機 能

を 強 化 す る た め に お 願 い し た い と い う こ と で 言 っ て お り ま す の で 。  

そういうふうな状況でございます。  
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 委 員 長  梅津委員。  

梅 津 委 員  今 、 片 山 課 長 の 説 明 が あ っ た ん で す け ど も 、 も と も と こ の 制 度

の目的が明確になっていなかったんじゃないかなと私は思っている

んです。  

というのは、この元気プランを我々、私、菅浜区で集計するとき

に 、 今 も 区 長 さ ん を 頭 に ず っ と 検 討 し て き た ん で す け ど も 。 検 討

し た 結 果 、 こ う い う こ と を す れ ば 、 こ ん な も の を 準 備 す れ ば 、 住

み よ い 部 落 の 活 性 化 に つ な が る の か な と い う こ と で 項 目 を 挙 げ ま

した。  

ところが、そのときに、各集落の現状はどんなもんかと、どうい

う こ と を 要 望 し て い る の か 参 考 に 知 り た い な と い う こ と で 、 総 務

課 さ ん の ほ う で 今 リ ス ト を も ら っ た ら 、 何 や こ れ 、 も う 備 品 購 入

だ け み ん な 書 い と る や ん け と い う こ と で 、 私 は が っ か り し ま し た 。  

というのは、こんな備品なんか、テレビを買えとかエアコン入替

え と か プ レ イ ヤ ー を 買 え と か い ろ ん な 、 そ ん な 備 品 の 要 望 ば っ か

り で 、 全 然 工 夫 が 、 こ う し て い っ た ら 元 気 に な っ て い っ て 金 も う

け で き る ん や と い う ふ う な 目 標 が 何 も な い ん で す よ ね 。 と い う こ

とで、本当にがっかりしたような感じです。  

これはあくまでも、行政が最初に、何か明確にもっと区長のほう

に 説 明 し と か な ん だ ら あ か な ん だ ん ち ゃ う か と 。 ち ょ っ と 説 明 不

足 じ ゃ な か っ た の か な と 感 じ て い る ん で す け ど 、 そ の 辺 は ど う な

んでしょう。  

委 員 長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  先ほど申し上げましたが、令和２年度からこの集落元気の制度が

始まりまして、その前の令和元年度から、それぞれ区長さんへの説

明であったりとか、いろんなところでの説明会を開催しているとい

うことは承知しております。  

その中で、今ほど備品の購入が多いということもございましたけ

れ ど も 、 こ れ に 関 し て は 、 施 設 に つ い て は 集 落 の 防 災 に お け る 避

難 所 と い う こ と で の 機 能 と い う こ と が 大 き い と い う こ と も ご ざ い

ま し て 、 避 難 し て き た 方 た ち が 快 適 に 過 ご せ る よ う に と い う と こ

ろ で の 備 品 の 整 備 で あ っ た り と か 、 あ と 、 民 生 委 員 さ ん と か が サ

ロ ン と し て 使 う よ う な と こ ろ で の 購 入 と い う こ と も あ る と い う こ
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 と も 聞 い て お り ま す の で 、 た だ 単 に 備 品 を 購 入 し た と い う わ け で

は な く て 、 そ れ も 集 落 元 気 プ ラ ン の 中 に 、 こ う い う 課 題 が あ り ま

す と い う 位 置 づ け で あ り ま し て 、 そ こ で つ な が っ て い る 取 組 で ご

ざ い ま す の で 、 一 概 に 、 た だ 単 に 備 品 を 整 備 し た と い う も の で は

ないということだけ御理解いただきたいと思います。  

委 員 長  梅津委員。  

梅 津 委 員  当 然 、 セ ン タ ー の エ ア コ ン の 取 替 え と か 、 こ う い う 高 額 な も の

の金額も上がっとるんですけどね。この辺は我々も、私が部落のこ

とを言ってもあかんのですけど、言ったら、そんな高いもん取替え

できるかいと。そんな金はどこにあるんやという話で打ち切られと

るんですけどね。こういったもの全て、このリストに上がっとるも

のは全部クリアしたことになっとるんですか。  

全部金を出して、もう入れ替えてもらっとるとか、備品を購入し

たというふうに解釈すればいいんですか。  

委 員 長  まちづくり推進課課長補佐。  

まちづくり推進課課長補佐  ここに掲載をさせていただいておりますのは、既にもう支援済み

ということです。  

やっぱりこのクーラー一つにしても、そもそも暑い空間だったん

だ と 。 こ れ に よ っ て 人 が 集 ま り や す く な っ た ん だ と い う よ う な 申

請 の 仕 方 も ご ざ い ま す し 。 要 は 集 落 、 コ ミ ュ ニ テ ィ が つ な が り や

す く な っ た ん だ と 、 そ の た め の 備 品 だ と い う よ う な 位 置 づ け で 申

請をされている集落も多々あります。  

委 員 長  梅津委員。  

梅 津 委 員  と い う こ と は 、 も う 一 回 確 認 し ま す け ど 、 こ の リ ス ト に 上 が っ

とる２４項目は、もう全て対策というか、補助金も出して一応完結

したと。  

新たにまた元気プランをこれから求めていくわけですよね、また。

そういうことじゃないんですか。  

委 員 長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  先ほど冒頭に申し上げましたが、集落の規模によりまして補助金

の上限額というのは変わっております。  

もう全て使い切ったというわけではなくて、これ以外にもいろん

な 課 題 が あ り ま す の で 、 例 え ば 今 の 施 設 の 備 品 の 整 備 を し た 後 、
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 ま だ 残 額 と か も ご ざ い ま す か ら 、 そ う い う と こ ろ に つ い て は ほ か

の 、 例 え ば 伝 統 文 化 の 継 承 に 関 す る こ と で あ っ た り と か 、 防 災 に

関 す る こ と で あ っ た り と か い う と こ ろ で 、 ま だ こ れ か ら 使 っ て い

かれるものだと思っております。  

委 員 長  梅津委員。  

梅 津 委 員  よ く 分 か り ま し た け ど 、 こ れ は 、 や は り 推 進 し て い く た め に は

区長さんが頭で音頭を取って区民の皆の意見を吸い上げて、区とし

てはこういうことを進めていこうかということで、今後はそんな備

品を買うとか、そういう話じゃないですよね。元気にしていくため

には、何か目標を立ててこういうことの計画を進めなあかんという

ような内容で周知されるんですね、今度の新しい区長さんには。ど

うなんでしょう。  

委 員 長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  この４月早々の区長会のほうでは、この集落元気プランサポート

事業についての説明をしてございます。その中では、対象となるも

のについてはそういう集落活動とか、こういうことに関して対象と

なりますのでということでお願いをしておりますので、そこらを踏

まえて、まだのところについては計画を策定されるものだというこ

とで理解はしております。  

委 員 長  梅津委員。  

梅 津 委 員  ほ ん な ら 何 度 出 し て も い い ん で す ね 、 毎 年 毎 年 。 と い う こ と で

すか。予算がある限りは。  

委 員 長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  こちらの事業につきましては、令和２年度から令和６年度までの

事業でございまして、県のほうから２分の１の補助制度がずっと継

続されておりますので、今のところ令和６年度までは考えておりま

す。  

ただ、それ以降についても、県のほうでも集落の活性化とか、そ

う い う と こ ろ に つ い て は 、 あ る 程 度 理 解 は し て い た だ い て い る と

い う こ と も 承 知 し て お り ま す の で 、 町 と し て も そ れ に 対 す る 支 援

は 求 め て い き た い と 思 い ま す し 、 せ っ か く 集 落 の 方 が 一 生 懸 命 や

っ て い る と い う こ と で も あ り ま す の で 、 そ ち ら の ほ う も 、 事 務 局

しては継続していきたいなということは考えております。  
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 ただ、７年度以降については、県の支援をいただきながらできれ

ばなというところが今の正直なところでございます。  

委 員 長  梅津委員。  

梅 津 委 員  私 、 菅 浜 で 、 も う １ 件 ま た 今 年 、 新 た に 別 に 出 し て も 構 い ま せ

んよね。ということで理解すればいいんでしょうか。金があればね、

金の話やけど。  

委 員 長  まちづくり推進課課長補佐。  

まちづくり推進課課長補佐  梅津委員様のところは菅浜区になると思うんですけども、残額を

申しますと、あと１６万円ぐらいしか残っていません。その範囲内

であれば、集落元気プランに書かれている内容であれば出していた

だいても構いません。  

梅津委員   分かりました。了解しました。  

委 員 長  松下委員。  

松下委員   新庄地区では、区民を挙げて山菜を事業として生産していくと。

そ の 販 売 も イ ベ ン ト も や っ て い く と い う こ と で 町 に も 要 望 し て 、  

区も動いてくれて、国の支援事業に去年からなったという経緯にあ

ります。  

ところが、国の支援のほうはほとんど農業土木の話で、具体的に

獣 害 柵 を ど う す る か と か 、 山 菜 苗 を ど う す る か と か 、 そ う い う こ

とについてはほとんど駄目なんです。  

新庄区は農業土木の分野でも何百万の負担はせんといかんのです

け ど 、 そ れ 以 外 に 、 新 庄 区 民 が 私 も 山 菜 を 増 や し た い 、 家 の 周 り

で 増 や し た い と 、 荒 廃 田 で ね 。 荒 廃 田 で も 草 刈 り を し て あ る と こ

ろ は 対 象 外 な ん で す 。 山 際 の 木 や ら ス ス キ が 生 え て い る と こ ろ は

対 象 に な っ て い る ん で す ね 。 と こ ろ が 、 女 性 に 僕 ら は 参 加 し て も

ら い た い の で 、 山 の 中 で は 難 し い の で 、 家 の 周 り に 管 理 さ れ て い

る 荒 廃 田 が い っ ぱ い あ る の で 、 そ こ に 本 当 は 山 菜 を ど ん ど ん 増 や

し た い と い う 、 そ こ へ 女 性 が 参 加 し て も ら い た い と い う の で 、 新

庄区民の全て持ち出しになるんですね。  

そうすると、持ち出しは持ち出しとして新庄がやらんといかんの

で す け ど 、 少 し で も 、 例 え ば 山 菜 の 苗 を 購 入 し た り 、 そ れ か ら 、

地 域 で 作 っ て も ら っ て 、 そ の 地 域 の 人 か ら 購 入 し た り と か 、 獣 害

柵 の 一 部 を 支 援 し て も ら う と か 、 そ う い う と こ ろ は 本 当 は 使 い た
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 い ん で す け ど 、 区 長 さ ん に そ れ を 言 っ て も 乗 っ て く れ な い ん で す

ね。面倒くさいとか。そのあたりの話なんですよ。  

だから、そのプランづくりの支援をもう少しやっぱり具体的に、

こ う い う 形 で や ら せ て も ら い ま す と 、 こ う い う こ と を 新 庄 区 で や

っ て 、 こ う い う 地 域 に な り た い と い う こ と さ え ち ゃ ん と 言 っ て も

ら え ば 、 そ の 担 当 員 が や り ま す よ と い う と こ ろ ま で 言 わ な い と 、

な か な か 。 １ 年 で 代 わ り ま す か ら ね 。 も う 面 倒 く さ い こ と は え え

わという話になると思うので。  

今の話は、今、区に上げてやろうとしていることなんですね。  

それ以外にも、支障木の伐採であるとか家屋の解体であるとか、

いろんなのが出てきますね。  

そういう意味では、もう少し、新庄地区は大きいので、額も少し

大 き く で き る 部 分 が あ れ ば 、 ほ か の 支 援 と 合 わ せ て 連 携 で き な い

かなとかですね、いう思いはあるんです。  

取りあえずは、獣害柵であるとか山菜の苗の買取りとか、そうい

うのを申請した場合に、可能かどうか。  

がんばる美浜人で、もう大分前にいろいろそういう購入、 苗の購

入 と か は 駄 目 と い う の で 蹴 ら れ た 経 緯 が あ っ て 、 じ ゃ あ そ れ な ら

い い わ っ て 、 こ っ ち も 断 っ た ん で す け ど 。 そ の 辺 は ど う な ん で し

ょうね。  

委 員 長  まちづくり推進課課長補佐。  

まちづくり推進課課長補佐  先週でしたかね、新庄区事務所さんがこのプランをつくっていく

に当たって、ちょっと説明してほしいということで、担当職員と、

あと集落担当と出向いて、説明をさせていただきました。  

やりたいことがちょっと大き過ぎて、新庄さんの場合は少ないな

と 言 わ れ た ん で す け れ ど も 、 今 言 わ れ た よ う に 、 農 林 水 産 業 に 関

す る こ と っ て プ ラ ン の 位 置 づ け に あ り ま す の で 、 そ こ に ほ か の 事

業 で 取 れ な か っ た 部 分 を 記 載 さ せ て い た だ く と 、 当 然 こ の プ ラ ン

は 使 え ま す し 、 そ う い っ た と こ ろ で 、 区 の 総 意 で あ れ ば そ の 辺 の

支援は、景観維持という意味も含めて可能かなと思います。  

委 員 長  松下委員。  

松 下 委 員  よい答弁をいただきました。  

だけど、実際に動き出すと、これ駄目、あれ駄目というのが必ず
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 出てきますのでね。  

例えば、獣害柵やと１か所が２００万ぐらいかかる。そうすると、

今 、 町 と し て は 、 町 の 資 金 を 出 す ん じ ゃ な し に 、 県 の 資 金 に 支 援

を や る わ け で す ね 。 そ う す る と 、 １ 年 と か ２ 年 か か っ て く る ん で

す ね 。 そ う す る と 、 事 業 の ス ピ ー ド に 全 然 間 に 合 わ な い 状 況 が で

き て く る ん で す ね 。 そ こ は 、 全 額 と 言 わ な い ま で も 、 町 も 幾 ら 出

す と か 、 あ る い は 出 せ な い 部 分 は ほ か の 部 署 の こ う い う の が あ る

の で 、 こ れ を 連 携 さ す と 総 額 幾 ら に な る と か 、 そ う い う 役 回 り を

や っ て も ら え る と 、 地 域 と し て は す ご く 乗 り や す い と 思 う ん で す

ね。  

僕らの事業がうまくいけば、来年からイベントをやって、全国か

ら 人 を 集 め よ う っ て 言 っ と る ん で す け ど 、 新 幹 線 も 来 ま す の で 。

そ の イ ベ ン ト に も い ろ ん な 施 設 に 必 要 な 費 用 が 出 て く る ん で す ね 。

そ う い う の を ぜ ひ 前 向 き に 乗 っ て も ら い た い と い う こ と で 、 お 願

いしたいと思います。  

大分前に、区長さんにはプランに入ったほうがいいと言っていた

んですけどね。  

実は新庄地区には、４名で新庄ビレッジ振興社という政策提案チ

ー ム を つ く り ま し て 、 山 菜 事 業 は 動 い て く れ た ん で す 。 動 い て く

れ た ん で す が 、 そ の 具 体 的 な 資 金 繰 り に な っ て く る と 、 県 に 今 頼

ん ど る ん や と か 、 国 は こ こ は あ か ん の や と い う の で 、 な か な か 動

かないので、区もなかなか動かないということなんですけどね。  

そこはぜひ、今、区がやっと動いてくれたということなので、そ

う い う と こ ろ で 、 綿 密 な 連 携 を お 願 い し た い と 思 い ま す 。 そ う す

ると、町にも返ってくると思うんです。  

それでお願いしておきます。  

委 員 長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  御意見ありがとうございます。  

集落のほうでは、取りあえず課題を整理していただきまして、町

と し て や ら な け れ ば な ら な い も の 、 区 と し て や る も の 、 区 と 町 が

一 緒 に や っ て い く も の と い う 形 で 整 理 を し て い た だ く と い う こ と

が大事だと思います。  

プランの策定につきましては、集落の、町職員、もちろん支援員
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 が お り ま す し 、 う ち の ほ う も し っ か り カ バ ー さ せ て い た だ き ま す

の で 。 ま ず は 区 長 さ ん の ほ う か ら そ う い う ふ う な 相 談 を 受 け て や

っ て お り ま す が 、 ま た 松 下 さ ん 、 そ の ４ 人 の 政 策 推 進 チ ー ム で す

か ね 、 そ う い う と こ ろ の 意 見 と か も そ の プ ラ ン の 中 に 反 映 し て い

た だ け た ら い い の か な と 思 い ま す の で 、 ま た 一 緒 に 連 携 し て や っ

ていきたいと思いますので、よろしくお願いします。  

委 員 長  中牟田委員。  

中牟田委員  区要望のときに、この元気プランの話を知って、区長さんが。区

長さんは、何しろ単身赴任でなかなかお話をすることができなかっ

たんですけれども、一応、自主防災組織からつくって、ともかくみ

んなと話し合う機会をつくっていきましょうということで、私にで

きることがあれば私もお手伝いするしということで、５月に話を聞

く機会を持たれたと思うんです。その後まだ区長さんとお会いでき

ていないんですけども、この土曜日、またお会いして、少しでも何

かつくっていきたいなと思うのも、気山は割と小さい集落なんです

けど、小さなお子様が多くいらっしゃるので、子供さんを中心に何

かそういうものをつくりたいなというふうには考えているんです。

だから、あまり大きいことを考えないで、こつこつやっていこうか

なと思っています。  

そういうことで、やっぱり、皆さんやっていらっしゃるので、少

しでもやっていきたいと思っています。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  先 ほ ど 、 例 え ば ３ 集 落 と か で 一 緒 に プ ラ ン を つ く っ て 出 せ る け

ど、実績なしというふうなことを言われて、３集落に、例えば早瀬、

日向、笹田と言われましたけど、これ、プラン自体は早瀬と日向は

出しとるんやね。笹田だけが出せていないというような状況があっ

て、小さい集落は小さい集落で、やっぱり課題があるんじゃないか

なというふうに思います。だから、雲谷とかっていうのはどういう

ふうな支援とかをするのかなというふうにちょっと気になっていて。  

その実績なしも含めて、ここは大きな課題なんじゃないかなと思

うんですけど、そのあたりはどうでしょう。  

委 員 長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  大きい小さいにかかわらず、どこの集落でもやっぱり課題という
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 のはあると思います。共通の課題というのは、やっぱり少子高齢化

というものが大きいと思いますし、それに伴う空き家問題というの

も、どこの集落でもあると思います。  

なぜ集落担当という形で、笹田にしても雲谷 にしても、職員を担

当 職 員 と い う 形 で 配 置 し て お り ま す の で 、 そ う い っ た と こ ろ 、 ま

た 押 し か け み た い な 感 じ に な る か も し れ ま せ ん が 、 集 落 の ほ う に

は 入 っ て い っ て 、 課 題 の 把 握 で あ っ た り と か 、 そ う い っ た と こ ろ

に 対 し て の プ ラ ン 策 定 に 関 わ る 支 援 と か 、 そ う い う も の は 精 い っ

ぱいやっていきたいと思います。  

先ほどの中牟田委員のお話で、自主防災ということも話がありま

し た け れ ど も 、 自 主 防 災 組 織 に つ き ま し て も 、 町 内 で た し か ２ ２

集 落 ぐ ら い し か 、 全 部 、 ま だ な っ て い な い ん で す ね 、 自 主 防 災 組

織をつくったところというのは。  

そういうところについても、うちのまち課と、自主防災はエネル

ギ ー 政 策 課 に な り ま す の で 、 そ の 役 員 さ ん 、 役 員 会 の と き に 一 緒

に 今 行 く よ う な 形 で 、 防 災 意 識 の そ う い う 自 主 防 災 の 意 識 を 持 っ

て も ら う と い う と こ ろ も 自 主 防 災 組 織 の 設 立 と い う の は 重 要 や と

思 い ま す の で 、 今 一 緒 に 取 り 組 ん で い る と い う と こ ろ も 合 わ せ て

御報告だけさせていただきたいと思います。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  も う 既 に そ の 実 績 と か も で き て い る の で 、 非 常 に 使 い 勝 手 は い

い制度やと思うんですよ。でも、この目的を説明されて、どうです

かと言われると、先ほど松下さんが言ったように、区長から面倒く

さいんだとか、そんなことにもなりかねんので、その実績も見ても

らって、こういったことに使えますよというふうなことをちゃんと

説明していけば、小さい集落でも使い勝手はいい制度になっている

と思うので、そういったところを努力していただければ、全集落、

プラン策定できるんじゃないかなと思うんですけど、どうでしょう

かね。  

委 員 長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  御意見いただきましてありがとうございます。  

町としても、集落が頑張るだけじゃなくて、町も一緒に頑張って

い き た い と 思 っ て い ま す の で 、 全 て の 集 落 で プ ラ ン 策 定 で き る よ
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 う に 。 プ ラ ン 策 定 あ り き と い う わ け じ ゃ な い ん で す け ど も 、 集 落

が 活 動 す る こ と に 対 し て 支 援 で き る よ う に と い う こ と で 、 そ の た

め の 補 助 制 度 を つ く っ て お り ま す の で 。 そ う い う も の を 使 っ て い

た だ け る た め に は 、 プ ラ ン で 整 理 し て い た だ か な あ か ん と い う と

こ ろ は し っ か り 説 明 を し て 、 理 解 を し て い た だ い て 、 手 間 に な ら

な い よ う な 形 で う ち も し っ か り 支 援 の ほ う を し て い き た い と 思 い

ますので。御意見ありがとうございます。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  役 場 の 職 員 も 各 集 落 に 入 っ て 支 援 し と る と い う こ と な の で 、 そ

れはやっぱり目標として、全ての集落に策定してもらうということ

を最終的な目標として持っとってもらいたいなという、これは意見

です。  

委 員 長  議長。  

議   長  私、意見的にはじゃないんですけど、うちの集落自体をどうこう

という説明はしないですけど、区長さんが、どうしても町から区長

さんにお願いをして考えてくださいというのが、やっぱりそこしか

ないですわね。  

だけど、今の話じゃないけど、今菅浜さんなんかでも、みんなで

や ろ う や な い か と い う 一 つ の 委 員 会 み た い な の を つ く っ て 、 新 庄

さ ん も そ う で す よ 、 う ち も そ う し て 委 員 会 を つ く っ て い る ん で す

よね。  

区長さん１人にやりなさいよ、頼みますよと言ったって、いや、

わ し で は ち ょ っ と 。 だ か ら 、 そ の 人 に よ っ て 、 よ っ し ゃ 分 か っ た

と 言 っ て 、 が っ と 引 っ 張 る 人 は い い で す よ 。 全 て の 区 長 さ ん が み

ん な そ う か と 言 っ た ら 違 う で し ょ 。 ど ち ら か と い っ た ら 、 順 番 で

当 た っ て 、 ま た せ な あ か ん の や と い う 感 じ や と 思 う か ら 。 僕 は 多

分 、 役 員 会 の と き に 顔 を 出 す ん や っ て 、 み ん な に 顔 を 出 し て 案 内

す る と き に は 、 や っ ぱ り こ う し て 委 員 会 を や っ た ら ど う で す か と

か 、 よ そ は こ う や っ て ま っ せ と い う こ と を 、 僕 は 助 言 し て あ げ た

ほ う が 。 ど う し て も 、 区 長 さ ん が 自 分 で 取 り 込 ん で し ま っ て 、 ど

う か な と 言 っ た ら 、 何 も か も 区 長 が せ な あ か ん の や と 思 っ た り す

ると、進まないんとちゃうかなというふうに思うんですよね。  

だから、みんなどうしたらいい、みんな来てくれやと言って委員
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 会 み た い な 感 じ で や っ た ほ う が 、 僕 は 動 き や す い ん じ ゃ な い の か

な と 思 う ん で す け ど も 。 や っ ぱ り 、 区 長 ど う で す か 、 区 長 ど う で

す か と 区 長 さ ん ば っ か り に 責 め 立 て て い く と 。 や っ ぱ り 、 こ う い

う ふ う に し て や ら れ た ら ど う で す か と い う こ と を 助 言 す る の も い

い ん じ ゃ な い か な と 思 う ん で す け ど 、 と 思 っ た も の で 、 今 ち ょ っ

と意見をさせてもらったんですけど。  

委 員 長  まちづくり推進課課長補佐。  

まちづくり推進課課長補佐  今、議長さんが言われていましたように、区の負担というのは、

結構作文をするだけでも大変だと思います。  

私の集落の例で言いますと、ある程度、集落担当員というのは、

少 な く と も 集 落 の 課 題 ぐ ら い は 分 か っ て い る は ず な ん で す ね 。 な

の で 、 集 落 プ ラ ン を 、 一 旦 た た き 案 を 僕 は つ く り ま し た 。 そ れ で 、

区の役員に投げました。やっぱり早いです。  

ちょっと触るぐらいでいいので、やっぱりその集落担当がしっか

り 基 盤 を つ く っ て あ げ て 、 こ れ で 一 回 も ん で も ら え な い か と い う

ようなやり方も一つスピード感があるのかなと思っています。  

委 員 長  松下委員。  

松 下 委 員  議 長 も 言 わ れ ま し た け ど 、 僕 ら も そ の 活 動 を し て お り ま し て 、

いろんなことを経験してきたんです。  

例えば、ワサビを生産するチームを２つつくって、１つ目のとき

に 県 の ほ う に 来 て も ら っ て 、 ワ サ ビ は こ こ で は で き ま す と 。 中 古

の ユ ン ボ を 買 っ て も ら え れ ば 、 あ と は も う 要 ら ん と 、 あ と は 自 分

ら で 全 部 や る と 言 っ た ん で す け ど 、 県 は そ れ は 駄 目 っ て 言 わ れ た 。

そ れ は い ろ い ろ な と こ ろ に 使 わ れ て 、 支 援 の 対 象 か ら 外 れ て し ま

っ て 、 ほ か の 人 か ら 苦 情 が 来 る ケ ー ス が あ る と い う ふ う に 言 わ れ

て 、 僕 ら も 納 得 は し た ん で す け ど 。 で も 僕 ら の チ ー ム は 、 そ の 中

古 さ え 買 え れ ば 、 も う あ と は 何 の 支 援 も 要 ら ん と 、 全 部 自 分 ら で

つ く る と 言 っ て 押 し た ん で す ね 。 そ し た ら 県 の ほ う は 、 ち ょ っ と

話を持ち帰らせてくれと言って回答を出してきてくれたんです。  

その回答は、皆さんで先にその中古のユンボを買ってくれと。そ

の ユ ン ボ で 、 皆 さ ん が 言 う よ う に ワ サ ビ 畑 を 何 平 米 造 っ た ら 、 そ

の 平 米 に 支 援 を し て あ げ る と い っ て 、 ユ ン ボ の 中 古 以 上 の 、 苗 代

もみんな含めて、獣害策も含めた額を支援してくれたんですね。  
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 だから、普通には、固く言うと、いや、そんなことはできんで終

わ っ た ん で す け ど 、 県 が 持 ち 帰 っ て く れ て 、 彼 ら の 言 う の を 、 押

し ど こ ろ を 、 こ こ を 押 し て や れ ば ほ ん ま に や る や ろ う か ら 、 そ こ

を ど う や っ て 支 援 す る か と い う の を 県 が 考 え て い く 。 そ う い う と

こ ろ を 行 政 の 支 援 の 在 り 方 と し て や っ て も ら え れ ば 、 地 域 は 喜 ん

で動くのではないかなと思うんですね。  

そういう意味では、そういうところを心がけてもらえればいいの

かなというふうに思います。意見です。  

委 員 長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  先ほど議長さんからも話ありましたように、プラン策定には集落

の職員の力というのは欠かせないと思いますし、それについては、

うちのほう、集落担当を対象といたしまして、さらに中に入ってい

くように、職員を対象にした研修のほうもやっていきたいなという

ことも考えておりますので、しっかり支援のほうをさせていただき

たいと思います。  

あと、松下委員さんのお話の中でも、地域の困りごとというとこ

ろ 、 い ろ ん な 困 り ご と が あ る と 思 い ま す の で 、 例 え ば そ う い う 困

り ご と が 、 こ う い う こ と が あ る ん や と い う こ と は 、 一 遍 、 ま ち 課

の ほ う に 言 っ て い た だ け れ ば 、 う ち の ほ う か ら 関 係 課 の ほ う に ま

た 話 を さ せ て い た だ く と か い う こ と も で き る と 思 い ま す の で 、 そ

う い う と こ ろ も 含 め て 、 ま た 御 相 談 の ほ う を い た だ き た い と 思 い

ます。  

委 員 長  梅津委員。  

梅 津 委 員  私 も 提 案 な ん で す け ど も 、 今 、 議 長 が お っ し ゃ っ た よ う に 、 区

長だけにあてがっても、区長さんは１年に１回ないし、顧問までや

ったって２年しか残りませんので、全然、分かった、分かったと言

いながら、それで１年過ぎてしまっとるんですね。  

結局、その提案があった時点で、私の部落では検討委員会を設け

て 、 い ろ い ろ ず っ と 検 討 を や り ま し た 。 ま た 、 そ の 終 わ っ た 区 長

は 顧 問 に な る ん や け ど も 、 そ の 区 長 も ま た 取 り 込 ん で 、 ま た そ の

委 員 会 を １ 名 ず つ 増 や し て い き な が ら 、 約 ３ 年 か か っ て 今 菅 浜 は

実 現 し た ん で す け ど も 、 ４ 年 ぶ り に 実 現 し た 事 業 が あ る ん で す け

ど も 、 や っ ぱ り 検 討 し て も 何 年 か 、 数 年 か か る ん で す よ ね 、 大 き
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 な 事 業 を や っ て い こ う と す る と 。 単 年 度 に ぱ っ と や れ る も の じ ゃ

な い ん で 。 そ れ は や っ ぱ り ３ 年 ぐ ら い か か る の で 、 そ の 辺 も 含 め

た ら 、 や っ ぱ り 委 員 会 を つ く っ て や っ て い く と い う の が 一 番 得 策

かなと思います。  

また各地区にもそういうことで啓蒙してもらったらありがたいか

なということで、お願いします。  

委 員 長  副委員長。  

副 委 員 長  佐 田 区 の ほ う は ま だ 出 し て い な い ん で す け ど も 、 ち ょ っ と 経 過

を示しますと、私昨年、区長をしていました。３年前の区長から話

をして、各種団体全部やっております、集めてやっております。今

年８月までには出す予定をしておりますので、またそのときはお願

いします。  

佐田伝統文化保存会という自主的につくった団体があって、これ

は県の表彰もされています。  

それで、伝統文化のほうを非常に頑張っている団体があるんです

け ど も 、 こ の 団 体 を 当 て は め れ ば 何 も す る こ と は な い ん で す け ど

も 、 そ れ で は ま た 寄 附 集 め も 上 手 に 集 め ら れ ま す か ら 、 そ れ と は

別 に と い う こ と で 、 今 現 在 、 佐 田 区 の ほ う は 、 壮 年 会 、 壮 友 会 と

い う 団 体 が 中 心 に な っ て や っ て お り ま す 。 今 は も う 青 写 真 等 全 部

で き ま し て 、 総 会 の ほ う で も 報 告 し ま し た の で 、 ８ 月 ま で に は 写

真 入 り で き ち ん と 出 て く る と 思 い ま す け ど も 、 そ れ は 今 の 区 長 と

４ 区 長 、 ４ 人 の 区 長 も 見 て お り ま す し 、 そ の 辺 で い け る と 思 う の

で。  

今まで備品の購入とかそういうのはしなくて、まちづくり、子 供

た ち 、 そ し て お 年 寄 り に も と い う よ う な 格 好 で の 環 境 を 整 備 し て

い こ う と い う 形 で 取 り 組 ん で い こ う と 思 い ま す の で 。 今 青 写 真 は

できておりますので、もうちょっとお持ちください。以上です。  

佐田区の状況を報告させてもらいました。  

委 員 長  ほかに何か。  

梅津委員。  

梅 津 委 員  ち ょ っ と 提 案 な ん で す け ど も 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 立 ち 上 げ て い

ただいて、これで、ワークショップで提案、その地区の自然環境な

り山の環境、海の環境、その辺を全部網羅してもらって、ワークシ
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 ョップで検討したものを今の検討委員会に提案してもらって、みん

なで意見を広めていってもらうというのが一つのアイデアかなと思

います。  

何もない状態で集まって、これをやろうか、これをやろうかとか

言 っ た っ て な か な か ま と ま り ま せ ん の で 、 や は り 一 旦 、 大 学 の 先

生 と か い ろ ん な コ ン サ ル タ ン ト の 先 生 な ん か が お り ま す の で 、 そ

の 辺 で ワ ー ク シ ョ ッ プ を 立 ち 上 げ て も ら っ て 、 そ の 人 か ら 提 案 を

も ら っ た ほ う が ス ム ー ズ に 進 む か な と い う こ と で 、 私 の 経 験 を 提

案させてもらいます。  

委 員 長  何か今のことについて、特に何か。  

まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  大学の先生とかそういうところは、有識者という形であると思い

ますが、あと、集落の課題については、区民の方であったりとか集

落、さっきの区長さんばかりという話じゃないですけども、集落の

区長さんをはじめ、集落の方がやっぱり一番分かっていると思いま

す。  

そういうところで、コロナでしばらく皆さんが集まる機会という

の は な か っ た と 思 い ま す け れ ど も 、 こ れ か ら は 役 員 会 で あ っ た り

と か お 年 寄 り が 集 ま る 機 会 、 い ろ ん な 機 会 が あ る と 思 い ま す の で 、

そ う い う と こ ろ で い ろ ん な 意 見 を 出 し て 、 そ こ で 、 例 え ば う ち の

集 落 の 担 当 と か が そ う い う と こ ろ へ 行 っ て 意 見 を 聞 き 出 す と か 、

集 約 す る と か 、 そ う い う ふ う な い ろ ん な 方 法 が あ る と 思 い ま す の

で 、 そ こ で 集 落 の 区 に よ っ て は ワ ー ク シ ョ ッ プ と か 、 新 庄 区 さ ん

で す と 地 域 活 性 化 委 員 会 と か 、 い ろ ん な 組 織 を つ く っ て い る と こ

ろ が ご ざ い ま す の で 、 そ う い う と こ ろ を 含 め て つ く っ て い た だ け

ればなと思います。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  梅 津 委 員 が 言 わ れ た ワ ー ク シ ョ ッ プ の 実 施 と い う の が 、 上 野 区

が策定しているところではあるんやけど、まだ活動支援までいって

いないので、ここがいい参考事例になるんじゃないかなとは思うん

ですけどね。これの実績も今後、僕らも勉強できたら勉強していき

たいね。  

委 員 長  ほかに質疑等はありませんか。  
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 （なしの声あり）  

委 員 長  質 疑 は な い よ う な の で 委 員 長 か ら 一 言 な ん で す け ど 、 本 来 で あ

れば、今のところ、今回の調査をしまして、特に質疑が今はもうな

いということで、この事業について、今の段階では理解と自分の中

で問題点は解決されたということで、本来であれば、一応今回の内

容を基に報告書を作って、今会期中で報告書の説明という形になる

んですけど、個人的な考えとして、今分かった中で、集落に一回皆

さん帰ってもらって、また集落の人としゃべっとる中でまた新たな

問題とかを聞くことが絶対出てくると思うんです。各それを担当課

に個別で行って、自分の中でその理解とか解決をしても、それはそ

の委員会としてやっとることなので、それは意味ないと思って、そ

の委員会で皆さんで共有するということが大事かなと思っています

ので、僕の考えとしては、今回の会期中では報告せずに、次回の、

また９月議会のときにもう一回調査、最低１回は継続するという形

にしたいなと思っているんですけど、その考え方に皆さん、御異議

はございませんか。  

（異議なしの声あり）  

委 員 長  で は 、 今 の 考 え に 異 議 な し と い う こ と で 、 今 回 調 査 が 完 了 し な

かったことから、継続調査とするため、本会議にて閉会中の所管事

務調査の申出を行うことといたしますが、これに御異議はございま

せんか。  

（異議なしの声あり）  

委 員 長  御 異 議 ご ざ い ま せ ん の で 、 議 長 へ 継 続 調 査 の 申 出 書 を 提 出 す る

ことといたします。  

理事者側、退席のほうを、すみませんけどお願いします。  

（理事者退席）  

委 員 長  で は 、 議 員 間 討 議 と い う こ と で 、 何 か 今 か ら 討 議 す る こ と と か 。  

河本委員。  

河 本 委 員  今 出 て き た 中 で も 結 構 課 題 っ て た く さ ん あ っ て 、 や っ ぱ り 区 長

だけに負担をかけない制度をつくることというのが一つ委員会から

提言することかなというふうに思っています。  

目標としても、全集落、元気プランを策定して活動支援までつな

げ る こ と を 目 標 と し て 持 っ て い た だ き た い と 。 行 政 も 抱 え る 課 題
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 と し て 挙 げ て い る の が 、 主 に 集 落 の 集 会 所 の 改 修 と か 備 品 の 整 備

に な っ て 、 活 性 化 に つ な が っ て い る の か と い う の が 一 つ 課 題 と し

て挙げられていますよね。今回はこれでいいと思うんですよ。  

でも、これを踏まえて、また新しい事業に、３８集落が終わった

後 に 、 新 し く 課 題 を 克 服 し た 制 度 を つ く っ て も ら い た い と い う の

が一つ思いとしてはあります。  

やっぱり期日としても、令和６年までかな、今の事業の。それを

３ ８ 集 落 、 全 て の 集 落 が 終 わ る ま で は 継 続 し て も ら い た い と い う

こ と は 委 員 会 と し て 言 っ て い く べ き か な と 。 今 現 状 は そ の 程 度 か

な。  

委 員 長  松下委員。  

松 下 委 員  僕 ら も い ろ ん な 活 動 を し と る ん で 、 行 政 に い ろ ん な 要 請 も し て

きて、なかなか思うところにはいかない部分は結構あるんです。う

まくいくときもあります。  

僕が新庄区で活動している部分では、新庄区の２０年、３０年先

に こ う い う 地 域 に な っ て い た い と い う の は 、 絵 図 で き ち っ と 議 論

し た り 、 区 長 に 提 案 し た り し て い る ん で す 。 山 菜 は 、 も う そ れ し

か な い な と 言 っ て も ら っ て 、 す ぐ 動 い て く れ た と い う の が あ り ま

す。  

それに町が本当に誠心誠意応えようとしとるかというと、なかな

か 感 じ ら れ な い 、 具 体 的 な 話 に な る と 。 僅 か ５ ０ 万 と か １ ０ ０ 万

の 支 援 が 町 単 で な か な か で き な い の で 全 部 県 へ 持 っ て い く と 、 ２

年 、 ３ 年 の 話 に な る ん で す ね 。 国 の 支 援 で も ３ 年 ぐ ら い た っ て い

る ん で す 。 そ う す る と み ん な 、 普 通 な ら 諦 め る ん で す け ど 、 僕 ら

は 政 策 提 案 チ ー ム を つ く っ て い る の で 諦 め ず に い ろ い ろ や っ て い

るんですけどね。  

そこの、僕らから感じるのは、箱物に億単位でいっぱい使うけど、

地 域 の い ろ ん な 要 請 を す る 部 分 に は ほ と ん ど 、 ２ ０ ０ 万 を 超 え る

よ う な や つ は み ん な 県 へ 話 を 持 っ て い っ て 、 町 の 予 算 と し て は 使

わ な い 方 向 で 来 て い る の で 、 そ こ の 行 政 の 、 町 長 の 公 約 に な っ て

い る ん で す け ど 、 行 政 の 町 と し て の 予 算 の 組 み 方 が や っ ぱ り す ご

く 限 定 的 で 、 ち ょ っ と 金 が か か る も の は 何 で 町 で や ら な あ か ん の

やと、県やら国の支援を取ってくれと、こういう話なんですね。  
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 土建は、それは潤うけれども、今言ったように地域の産業は潤わ

な い と い う の は 、 そ う い う 行 政 の 支 援 が そ こ を 向 か な い と 地 域 は

動けないのではないかなというのは強い思いとしてあります。  

以上です。  

委 員 長  梅津委員。  

梅 津 委 員  何 で も や っ て い こ う と す る と 、 地 元 の 負 担 金 が ご っ つ い か か っ

てくるんです。それでもう、金ないやんけ、ほんなら、負担金がな

けりゃおたくの部落やめてよという話なんですね。  

私たちは、その負担金を工面するのに非常に、あっちこっちから

借 金 し て 。 で な い と 行 政 は 動 い て く れ ま せ ん の で 。 や っ ぱ り ４ 分

の １ な り ３ 分 の １ の 負 担 金 と い う の は か か っ て き ま す の で 。 全 く

た だ で 、 は い ど う ぞ と い う 事 業 は あ り ま せ ん 、 今 の と こ ろ 。 そ の

負 担 金 を い か に 各 地 区 が 減 ら し て 、 軽 減 し て く れ る か と い う 要 請

もこれからしていかなあかんのかなと思います。  

それと、もう一つ提案なんですけども、各部落ごとに今、元気プ

ラ ン を 立 て て い っ て い ま す け れ ど も 、 そ の 各 部 落 、 例 え ば 一 つ 例

に 取 り ま す と 、 東 地 区 全 体 で 何 か プ ラ ン を 立 て る と い う よ う な こ

とも一ついいのかなと、大きくね。  

河 本 委 員  ３集落以上もできるとは言っとったね。  

梅 津 委 員  で き る と は い う こ と な ん や け ど 、 今 の と こ ろ 各 地 区 ご と に 指 示

していますので、それじゃなくて、例えば山東地区やったら山東地

区の区長さんが全部集まって、山東地区にこういうものをつくれば、

つくるというか、何かやっていけば元気が出るんじゃないかと。敦

賀に対抗できるんじゃないかとか、いろんなプランがあるんじゃな

いかなと思いますので、その辺の集落が固まって進めていくという

プランを一つ加えてほしいなという要望なんですけども。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  こ れ は 、 で も 元 気 プ ラ ン の 策 定 自 体 は １ ０ 分 の １ ０ 補 助 じ ゃ な

いの、４０万円上限の。  

梅 津 委 員  これはね。金額は少ない。  

河 本 委 員  策定でもやっぱり４０万円ぐらいかかる、策定するのに。  

梅 津 委 員  かかります。  

委 員 長  結構それは上限ありそうですけどね。  
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 どのぐらいのレベルでやるかで全然違ってくる。誰かを呼ぶか呼

ばんかで、多分そこの違いでお金が。  

河 本 委 員  勉強するのに先生も呼べんのか。  

委 員 長  さっき視察も書いてあったんでね。  

松下委員。  

松 下 委 員  町 の 視 線 と し て 、 例 え ば 集 落 に 均 等 に こ う い う 集 落 を 配 置 し て

いくというのは限界があると思うんですね。プランをつくる分には

それでいいんですけど、実際にそれを、実行の段階になってくると、

梅津さんも言ったけども、大きな事業になる可能性があるんですね。  

それを、僕はやっぱり、美浜町を強くするために、この案には経

営 者 生 産 方 式 と い う の を 使 っ て 、 集 中 し て 支 援 し て い こ う と 。 こ

う い う 発 想 が な い と 、 も う 上 限 は こ れ だ け や か ら 駄 目 な ん や と い

う の で は な し に 、 こ こ を 推 し て う ま く 軌 道 に 乗 る と 、 美 浜 町 の 名

前 が 売 れ て ブ ラ ン ド 化 し て 、 先 進 的 な モ デ ル に な る と い う 判 断 を

し た の な ら 、 も う 枠 を 取 っ て や れ る 分 だ け や る と 。 そ し た ら 土 建

の仕事も出てくるんですよ。  

今、道の駅とかいろんなやっているのはそういう話じゃなくて、

地 域 の 、 本 当 に こ こ を 推 し た ら ほ ん ま に よ く な る と い う 、 こ れ か

ら の 情 勢 の 読 み 方 と い う か 、 そ う い う の を 兼 ね て 我 々 も 見 て い か

な い と 、 こ の 小 さ な プ ラ ン だ け の 話 に な っ て し ま う の で 、 そ こ は

我々の責任かなと思います。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  結 局 、 集 落 元 気 プ ラ ン の 今 度 は 活 動 支 援 事 業 に 移 っ て い っ た ら 、

予算が決まっとるもんやから、この予算内でしか発想ができんから、

もし集落で大きな事業をプランしたときに、それだと事業の予算内

じゃ収まり切らんと。それよりも大きな、物すごく事業にかかって

も町の有益になる事業があれば使える制度をつくってくれみたいな

感じですね。  

委 員 長  議長。  

議   長  本当にそれはあると思うんです。  

だけど極端な話、郷市なんかは、要するに防災のことについても、

ま ず や ろ う や な い か と 。 あ れ は 金 か か り ま せ ん わ ね 、 委 員 会 を つ

く っ て み ん な 割 り 当 て て 、 じ ゃ あ 訓 練 し よ う や な い か と 。 家 が 壊
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 れ た と こ ろ へ 行 っ て 、 本 当 に そ れ を や っ て み よ う や な い か と い っ

て、取りあえず半日ぐらいかけたかな、それもやっている。  

実際に、この元気プランをやったときに、各年齢層からみんな集

ま れ と 言 っ て 、 み ん な 来 て く れ と 言 っ て 集 め た 。 そ し て 、 こ う い

う こ と を や り た い け ど 、 じ ゃ あ う ち の 地 区 は ど ん な 地 区 や と 思 う 。

か ら 始 ま っ て 、 こ う や る べ き だ よ な 、 あ あ や る べ き だ よ な 、 こ ん

な の が 要 る よ な と い う と こ ろ か ら 始 ま っ て 、 今 の こ こ の 大 綱 一 つ

に し て も 、 １ ３ 局 あ る や つ を 、 う ち ら は ４ 局 し か 知 ら な い か ら と 。

ほ ん な ら 、 そ の 残 り の や つ を 何 と か 復 帰 し よ う や な い か と い う 、

そ う い う 活 動 を し た り 。 そ し て 、 今 の そ れ を 、 コ ロ ナ や っ た か ら 、

み ん な そ ん な 、 神 社 で も で き な い か ら 保 存 会 を つ く っ て や ろ う や

な い か と い っ て 、 そ う い う ふ う な こ と か ら 始 め た 。 ま ず 地 区 が 一

つになって。  

だから今の、僕らがすごいなと思うのは、菅浜さんでも自分らで

こ う や っ て 、 そ れ で 株 式 会 社 じ ゃ な い け ど 、 そ う い う 感 じ で や れ

る と い う の は す ご い な と 思 う け ど 、 う ち の こ の 郷 市 の 地 区 で は 、

そ う い う こ と を で き る よ う な と こ ろ で も な い 。 要 す る に 、 み ん な

行 っ て へ ん 。 だ か ら 、 そ う い う ふ う な こ と が あ る か ら 、 い ろ ん な

できるところはそれでいいんやけど。  

でも、やっぱりその地区が一つになって、どういう考えでいるの

か と い う こ と を お 互 い が や ら ん か っ た ら 、 金 を か け て 物 事 を し よ

う と い う の を で き る と こ ろ は い い ん や っ て 、 そ の 物 が あ っ て 。 何

もないやん。  

松 下 委 員  それはそれでええと思う。  

議   長  ええんやけど、だからそうなってくると、しょうもないことにな

ると、何であそこだけこんな金が出るのというふうなことをみんな

言い出すんやから。  

だからそう思うと、今のこの元気プラン云々ではこれだけの金額

で す よ 、 そ れ に 間 に 合 う よ う に や っ て く だ さ い と 。 今 の 松 下 さ ん

言 っ と っ た と き に 、 農 業 関 係 は 大 丈 夫 で す よ と 言 っ た ら 今 度 は 、

次 の 話 は も う 違 う 話 が 重 な っ と っ た か ら 、 こ れ 、 次 か ら 次 へ と 重

ね て い っ た ら こ れ は 出 て こ ん わ な と 思 っ て 。 そ れ を す る と 、 県 へ

相 談 し ま す 、 国 へ 相 談 し ま す と い う こ と に な っ て し ま う の か な と
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 思うんですね。  

額は大きければ多いというのは、誰しもそうやもん、物事をする

の に 。 だ け ど 、 こ れ だ け の 範 囲 内 で 、 う ち ら は あ れ だ け 金 使 わ ん

と い う よ り も 、 滋 賀 県 の そ う い う 何 か や っ て い る 人 を 呼 ん で き て 、

大 学 の 先 生 を 呼 ん で き て 、 あ な た た ち は ど う や っ と る ん や と い う 、

そ の 先 生 が 一 生 懸 命 や っ と る わ ね 。 だ け ど 僕 は 、 あ ん ま り よ く は

な い と い う か 、 あ ん ま り 関 係 な か っ た な な ん て 思 う ん や け ど 、 や

っ ぱ り 地 区 が 一 つ に な っ て 、 こ う や ろ う 、 あ あ や ろ う っ て 、 そ の

意 欲 を 出 す の が 今 の 元 気 プ ラ ン や か ら 、 そ れ が 、 物 事 が で き な か

ったと言ったって、これはしょうがないと思う。  

委 員 長  松下委員。  

松 下 委 員  議 長 の 集 落 元 気 プ ラ ン と い う 中 で の 発 想 と い う の は 、 そ れ で 私

は十分いいと思います。ただ、地域によっては、こうやってこの地

域が元気になれる、美浜町も元気になれるというテーマができて、

それだったらこういう企画でこのプランを通して、企画ができたん

だから、それを何とか実現しようというところまでを見ていかない

と、集落プランだけで、これでいいんやという小さな発想では、こ

うやって集まって議論する意味が、僕はないと思うので。  

今、議長が言うように、それぞれの地域でこうありたいという部

分 を 出 し て も ら っ て 、 そ こ の 中 か ら い ろ ん な 発 想 が 出 て き た ら 、

そ れ を 行 政 が ど う 乗 せ て い く か 、 そ の こ と で 行 政 が 税 な ど で 潤 う

と い う と こ ろ ま で を 集 落 元 気 プ ラ ン の 中 で 読 み 込 ん で い か な い と 、

こ う や っ て 集 ま る 意 味 が な く な る の で 、 そ こ は 意 識 し て 議 会 も 見

てもらえんかなと思うんです。  

委 員 長  河本委員。  

河 本 委 員  多 分 、 行 政 側 も 、 い き な り 松 下 さ ん が 言 う よ う に 、 地 域 が 大 き

な事業を策定して、それに行政が乗っかっていこうって言い出すと、

山口さんも言ったように、各集落が、いや、うちもあるんやけどと

か言い出したら、結構ごちゃごちゃになってしまうじゃないですか。  

まず経験自体がそんなに美浜町の各区にないということで、限ら

れ た 予 算 の 中 で 、 ま ず 試 し に い ろ ん な 模 索 し て み よ う や な い か と

いうので今やっとると思うんですよ、これを。  

だからこれが、この元気プランが達成された後に、松下さんが言



 

－40－ 

 わ れ る よ う な 事 業 展 開 に 持 っ て い く と い う こ と は 大 事 や と 思 っ て

い る ん で す 。 だ か ら 、 そ こ は 新 た な 事 業 展 開 と し て の 提 言 み た い

な 形 で ま と め る こ と も で き る ん じ ゃ な い か な と い う ふ う に は 思 い

ます。そこまでビジョンを見ろよと。  

でも、この元気プランは元気プランやから。だから、それのノウ

ハ ウ を も っ て 新 し い 事 業 展 開 を ち ゃ ん と 考 え な さ い よ と い う よ う

な提言は委員会からできると思います。  

委 員 長  松下委員。  

松 下 委 員  新 庄 地 区 の ４ 名 で 議 論 し と る の は 、 山 菜 事 業 を や っ た 後 、 じ ゃ

あ新庄だけでええかと言ったときに、ワサビとか山芋とか、できる

ようになったら、トロの刺身ととろろをくるんでやるとめちゃくち

ゃうまいんやわ。それから、海鮮丼を、例えば菅浜やら丹生、日向

らと連携して、僕らが今言っとるのは、山と海、山海連携イベント

をやろうかという議論をやっとるんです。  

だから、今言った部分を、元気プランの議論の中で出てきたとき

に ど う な る か 。 そ う す る と 、 今 や っ た 集 落 元 気 プ ラ ン の 意 義 が あ

る ん で す わ 。 だ か ら 、 そ う い う 議 論 に な っ た と き に 、 議 会 と し て

も 、 そ の 視 点 と い う か 、 地 域 の 自 然 を 生 か し た 事 業 を や っ て 、 そ

の 結 果 と し て 税 収 増 に な る と 、 こ う い う と こ ろ を 行 政 も 見 て い か

な い と 。 道 の 駅 を 建 て た っ て 、 そ ん な の は 収 益 、 出 る 一 方 な の で 、

毎年１億幾ら出すんやからね、９年間ほど。  

そういう意味では、そういうところに投資したほうが元気になる

し 、 税 収 増 に も な る と い う 議 論 を 、 僕 ら は 大 き な 議 論 を や り た い

んですけどね。そこが議会の責任もあるのかなと思います。  

委 員 長  議長。  

議   長  そういう意味では、議会が逆に、海、山のこういうふうなことを

考えられへんかと区長に提案したりしないと、僕は行政がそれを提

案することはまずないと思う。  

松 下 委 員  いやいや、行政じゃなくて。  

議   長  行政はそんなことを提案することはないと思うし。だから、議会

もそういうふうな意味で、今さっき河本君が言ったように、こうや

ってやったらこういうふうに考えなきゃいかんのちゃうかというよ

うな、ちょっと上のところまでいくような提言を、こんなのをする
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 べきでしょという提言を出すということであるならば、僕は議会が

こんなふうにしてイベントとかはすごいと思うので、みんなどうや

といって、その両サイドに声をかけてやってあげるのも議会ででき

る部分ではないかなと思うんやけどね。  

そうやないと、あんたらそんな話をしてへんのかというよ うなも

の で は あ か ん し 、 こ れ が ま た 一 緒 に す る と い う こ と か な と 思 う ん

や け ど 。 声 を か け る だ け で 動 い て も ら え れ ば 、 そ れ は 結 構 や け ど 、

なかなかそんなん動かんわね。  

そうやから、そういう意味ではちょっと汗をかかせてもらっても

え え ん ち ゃ う か な と 思 っ て み た り ね 。 そ う い う 思 い は な い と あ か

ん の ち ゃ う か な と は 思 う ん だ け ど 。 そ の 辺 は み ん な が ど れ だ け 動

けるかというのもあるんだろうけど。  

区長だけにおまえせえ、おまえせえと言っとったって、これはも

う 、 腹 い っ ぱ い に な っ と る と こ ろ に 、 も う や め て く れ よ と 今 の 話 、

も う 邪 魔 く さ い 、 そ ん な こ と 言 わ ん と っ て く れ と い う ふ う に な る

の が 僕 は 精 い っ ぱ い や と 思 う ね 。 そ の 辺 の と こ ろ を ち ょ っ と 考 え

て あ げ な き ゃ と い う か 、 提 案 し て あ げ な き ゃ い か ん の ち ゃ う か な

と思うね。  

行政も自分らで動かれへんさかいに、議会が提案して、動かんし

動 い て く れ よ と な っ た ら 動 け る ん だ ろ う と 思 う け ど 、 自 分 た ち の

課 長 が 、 よ し 、 こ う や っ て 動 き ま し ょ う と 言 っ た っ て 、 そ れ は う

ん と 言 わ れ ん も ん な 。 そ う い う 意 味 で は 、 議 会 が こ う や っ て 動 け

な い の か 、 何 で で き な い ん や 、 や っ て く れ よ と い う よ う な こ と を

提 案 で き る の が 議 会 だ と 思 う ん で す け ど 、 そ の 辺 の と こ ろ で ま た

考え、また言ってください。  

そんなところです。  

委 員 長  ほ か に な い よ う で す の で 、 こ れ で 議 員 間 討 議 の ほ う を 終 わ ら せ

たいと思います。  

最後に、副委員長、閉会の挨拶をお願いします。  

副 委 員 長  長時間にわたり御苦労さまでした。  

所管事務調査という初めてやる調査で、大変勉強になったんじゃ

ないかと思います。  

今日の議題、５つありました。カーボンニュートラルとかＤＸ関
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 係 の 改 正 に 伴 う も の も あ り ま し た け れ ど も 、 や は り こ の 美 浜 町 に

お い て も そ う い う 時 代 に 入 っ て き た の で は な い か と 思 い ま す の で 、

委 員 各 位 に お か れ ま し て も 、 私 も そ う な ん で す け ど も 、 Ｄ Ｘ を 進

めていきたいと思います。  

本日は、長時間にわたり御苦労さんでした。  

（閉会宣言  午後  ０：０９）  
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